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は し が き

四方海して取 り囲まれているわが国では 、最近特死海岸没穴、浩介崖の後退が国土保全の立場か

ら大ぎな 問題 となつてきている＂ここ 屏凰ケ浦海介崖は従来カ・ら後退の苫 しい所 として知られて

いるり＃素台風、梅雨期陀屈湿岸が一挙1て数m も後退して い（ ため地元民に大きな生活不安を与

えている 。

屏風ヶ浦の海食駈況関す る研究は すで ！rc二、三なされ ている が、 それらはあまり充分な研究 と

いえず、 ｛亙めて概略的で吃るっ そのため領者：オ 、当屏祗ケ浦海食胆の詳淵な調査 を行 う必 ＇度を感

じた＂ そこで今：i.]、＇`侮食指全域の地形、後退距淮、地例、後退の仕方陀ついて汎査を行い、今後

の防災対策妬直する一茄礎森料 とした m

調杏は 19 6 7年 6月下句から 8月上句、 10月上旬及び 19 6 8年の 2月中句忙 かけて、下

潮時海岸を踏査 し、 そこで得 られた 毀料を社に検討考察を行った r)

I 澗壺地域の様観
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関東平野の東端、銚子半島と飯岡町との浴場花tゴト}パ海峡の 1/ Cha11: Cユ工ff1/ Vてた とへ

られる来観を示す 「界!孔ケ裕Jと呼ばれる海食岸がほぼ 12 kru iitっている円 (m 1図、第 1表

参照〉

5辛f乱ケ湾海食f:tH モの大部分l京高 40-~50 m;程の洪rn台を JJ って 主主 じて V"> ゐが 、 名洗田I以来

の銚子半島昔日でlづ摂;匂 20 ~ 4 0111と一段低い段起存f1::台寺、切ってい るr;Cのうち、洪五tr台1tげj

千梨県北川('CJ.ぷ 〈発達 している下総台池の北東の延長部o-tl)lて当 り、川崎逸郎氏lてよって族同

第 1図調 有地域

/
 

/
 

/ 

ノ

.... 
f 

ヲ

/ 

O 

¥9)¥¥ノ / 8
 

〉

¥

(

¥
¥
 

ノ
f

/
〆

/
/
 

/
 

n
u

/
〆

「

コ

/

* 一 一一 (rj海底地形:刊を計iJ!IJした位!tf

-49ー
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台地と仮称されている 0 4) 

現在、屏風ヶ浦一帯は海岸浸食保全工事や名洗港の港湾釜侃計画．が沼 と々 進め られて、崖下 に

防波堤やテ トラボットが設置されてい るn 特Vこ犬若岬の名洗港周辺では港湾廷設陀伴い防波堤の

築造や岩礁、暗礁の爆発除去、海底のを食渫、埋立地の造成等が遥め られているため工事の進展 と

共陀人為的な 条 件妬よる 海岸の変貌や土地の改変が若しに』^ しかしその他の所では末だ自然の守

ま妬放罷さ れている。

I 地形

屏夙ヶ浦の海食捏は行部t：日 と犬若坤との問陀 あつて、西架行部岬か ら名洗町ま で情と ん ど一湛

線状に南西～北京の方向陀続いてい るが名洗測か らは北西～南東陀怯 じて規模の小さ い湾入部っ

突出部のある涜岸線を示 して東端犬若岬陀至ってい る^ 海食加の高度は行部碑で最高の62 m を

示 し、三崎町～名洗町で30 ~4  0 mと、II店次束liC行 く氾従い高度を下げ、名洗町～犬若岬で 2

0,..__,3 0 m程 と低 く、 起伏のあ る海食娯を成 している o又胆下は 、全般妬名洗町以西では海浜は

みられず、 梃錐や岩塊があつて戚海淮を示 してい みo 中でも 行部呻～通翌洞の海奉では歴錐や岩

塊が多 くしかも個たの大きさも 大き いっこれVC対 して名洗町以東の海岸ではテ トラボ；；トを設個

してある所を除き氾 とんど崩壊物を見る こと はでき ず、湾入部（・て海浜を形成 している。

次紀、悔食居の地彩を、特妬そ の断面形態や表面形態応を目 して観察す ると 、本悔食崖の地形

け名洗町西方付近を境に して行邪岬～三角点（西の地区） と三角点～犬若岬（東の地区） では 次

の様な近いが誇められる " (第 1表、第 2,3, 4図参照 ）

まず、西の地区では海食艇の高度が 40 ~5  0 m と高 く、上部侶端の災斜面、中間部の剥離状

の痕跡を示す斜面、 そして下部の斜面と、夫々地形断面の異なる三つの斜面から栴成されている

このうち崖端の料面はその下の中問部の斜面と比べて傾斜が翌、かで、境いが1也下水の湧出点にな

つている。 (4-1図参照 ） 特紀独立椋高点以西では、 この斜面が大さ く後退 して、 幅 1m前

後の府状の平担面を作ってい る。 （第3臣］w---1裕煕 ） 中「b1部の斜面は庖理や節理陀従って剥

陥 した痕跡を示 し、大きな 凹凸が見 られるへ中でも行部畔～通辿洞付近では 懸梃状の庇 が作 られ

てい ろ＂ （為．う図＼’［-2参照 ） 下部の糾面は 上半部が急で下半部は幾分緩 らかな斜面からなる

(4 -2囚参照 ）n このうち上半部の斜面l'Cは下半部の斜面が崩埃 した凹地が生 じている。崖基

部は洒面上2~3m迄波の しぷきを受けているため全体匠暗灰色を示 し、陪理陀沿つた奥行の浅

1/'l notch が切 りこまれた様状0徴池形がみられる 。特に独立標高点付近では基部岩石の唇問

異常に適従 した海食洞や哭行の浅い窪地、波状して変形 した Storm bench が作 られているn崖

-5 1 -
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第 5函海底地形断 面

下には崩壊物の岩塊が転がり 孤立岩や Pot以ole がみられ る Bらnch が発達 している 。

当地域沿岸の潮位け銚子港での記繰では平均潮位 0.8.8 5 m、千潮位 0.1 0 7 m、.i尚潮位 1.4 

9 5 raである，，

以上、西の地区の海食座の大部分がこの様な形態を示 しているが、 とれら と異なる地形も ある

例えば谷口や谷頭を切つて海食粒が作られている 所 とか突出部では海食崖の高度が 10 ~2 0 m 

と低 くfをとん ど瑾立 してい る() ( 第 3 図 W •一 、3 、 W - 311 参照 ） 又独立悦高点以東では崖端の

斜面とその下の屯立 した陀から成 り餃述する 東の地区の地形陀漸移 して いるr,（第 3図W- 3図

参照 ）

これ匹対 して三角点以束の東の地区の洵食歴では 高度が20 ~ 5 0 m と低 く、上部崖端の授斜

面、 その下のぼ匹直立 した崖との 2つの斜而から成 る。（ 第 3図 3- 1参照 ） このうち崖端の

斜画は西の比区 と比べて規模が小 さく傾斜が大 きい。こ のため／同‘tたの平担面幻明瞭でないn 下部

の直立 した虚はその表面が風化されて黄灰色 を示 している。 このう ち挺の前面に防波堤が設けら

れている所では貶面陀雑草が茂つている n甚部では西の地区 と同椋、波のしぷき を受けて暗灰色

を示 してい るoここでは 節迎や断J釦に適従 した海食洞や notch が発達 している ，， t箭下は海浜

-5 5-



秒死咬われて！＾るため詳細紅不明であ るが beroch を認めることができる 。

以上述

の所でけ 西の地区 と同様の地形 を持つ海食崖や束の地区のみ匠認められる地形もあ るo 例えば突

出部では西の地区と同様、高変が低 く直立した栂食鹿である＾ （第 3図団 ー 2参照 ）

区のみに認められ る地形 として紅古期岩石が基盤恩 を成す とこ ろである。ここでは古期岩石の部

分のみが突出し、上苅の食｝面に松や沿木が繁茂 してい る0 (給3!刃 E- 3参照 ）

｀ 開

・た地形は海食崖の底度陀多少の差がある紀せよ 広 く東の地区に発達 しているが、一部

又東の地

後 I
X
 

f
・

.
J
 

立1
tL 

屏風ヶ浦海食屁の後送『E滋及び談過這度を知るだは 、既存の各 涌食料から求める以外尻陸上地

形 とか労連から海甚地形を検討すること によつても ・推定す るこ とがで呑るo 例えば、海岸欠崩陀

まつわる各；雨史沢がある＂これらけ特氏、餃退殴に正確さが欠けている rl

まず、既存の資料のうち川崎逸郎氏のf．彫ぎ報告，から 後迦砕を求める と第 2表陀立 とめられろn

5).6) （これ陀よると・18 8 0年代か ら19 5 0、6 D年代間！，ておける 後退距離、稜退速度は平

均 60年間紀 30 m、年平均 5O cmであ る。このうち西の地区では年平均、30 ~ 4 9⑳、東の地

区で 48~ 8 9 cmと、啜咀両地良で、けつき りした差が主 じている 。

次応 毯退恐が記苺池1［多から 1紅1'iしてみた n そもそ愁悔食陛の地形 とは海食作 ）月忙 ょつて形成

された急臣0地形で、その崖下には海金揮］や ．只:.,tch が作られ、前方紀は後退に よつて もたら

されだ： l~ench や海食台が発達するのが待徴とされている o これを海岸縦研面の地形変化から

泡介且位）祓退を取 らえ てみると 7)、 それは径退に伴なつて形成された bench Kii打が広 くな

ろと共に、波浪翡準而古で低め られて、問い．9．；紐物に距われた 低平な海哀台匠発達 して、これと

連続 した准桟面がその‘I中に作られる r、つまり 、＇、毎食庄 が形成さ れて以来、 どの位い綬退 している

かを推定す る匠は恋径台の巾の長さ をて＇がかりと して求めることがで至る ，9 そのため、洒食崖が

形成されて以来、恥恙も迂，降 も起らず海而ふt3ぽ一定` をあると い う仮定のもと紀、次の こと を考

えてみた r）ーまず wav9 bat19 の限界については数多 くの報告か ら8)、 9)、 10) 、一応志而

下 20 m前後 として、 2 0.m以筏の混旺乎担面け現在の布水準冗近い恕而を基陀 した 氾食作門vc

よつて作ら れた油食令であると 予澗 したn 又現在の泡l}畠鱈な行面が位隧す るよう 冗なつた時代は

運文弗進絶頂JりjVとやや先行す る時期で、恙対年代は左染町且陥ゃr召サ ン ゴ(DC 1 4の測定から約

8. D O O ---... 5. D O 0年以降の こととした 11)。 そこで今、;.f和企墜の後幻速度 と芍企合の形成速度

が等 しいとして、浣図 87、

して求め、 （第 5図参照）

5 7砂から深さ20 r~ 以浅の梅底平坦面の外緑の莞＇埒を底立を加味

それを 当屁風ケ浦海食凝の原立避と椎定して餃迅益をは芍す，ると 、
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第 2表 後退 鉦 （川等逸郎氏）

祖：j 定 地域地底 l
行部岬～遥型汀、小浜

名 tt 可□
平均 1 

I 

’――--- i 

第 3衣 10匹念以上の月月：］＇t［向煩tI笑

月 ，’' --'., '. '.. '-'.'-' . ' ― ' ' '.

方向

頃度％

第 4表 波病別周湖頻度

5.0 5.1 

ーも．o

0.8 ふ7

， 口 91 |101ロロ
ー ーローニロ

1 2.1 

一-13.0

1.8 

後送距嵯け 8,0 0 0 ~5. （） 0 0年！笥で8,0 0 l1 ~ 1 0, 0 3 0 km、年 1~2  I2の談退速度が得 ら

れる 。cれけ 明ら 力陀泣述 した信・.F均!:O CInの後迦；返i,l:と附tv-.遠う 。 この駁丙陀ついて は、i毎食

ど湿）必当時の如糾哀店が乱在の それと比べて 2、 ふ｛音位大き いことを 意味するのか 、又は 1D ~ 
1 D D年尚 と1,0 0 0年 ～ 10, C D D年間 ，l:） 尺i笈の達 I^ な どを芍えることができる。 そのため、

今f変更に、詳呵iIC淡討 して行かなければな らないが、今一応、 1.0 D O ~- 1 D, D D 0年間の、地

買年代と孟 う尺度では 1~2 叩／Y’3a r で 、 現在の ．ォ•一→ ダ として 1 0 ~ 1 0 0年問では 5D c彫令一

earとなるoこのうち京西両地区で松、 その後退盤 にはつきり した差 が生じている。
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IV 地質

屏風ヶ浦海食崖の地形け 前述 したどと く、夫々特徴をもつて いるが、その地形は当海食崖の地

質構造的な条件と関係が深いっこのため、西と東の地区の地形の祖呉や役退叢の差異など を生 じ

ている原因は徒述する波の作用 と関連 して、当海食崖の地質的な条件陀起因する こと が推測され

るo そこでこの洒食梃を構成 している 地質を特察 して東西両地の地形及び後退赳の相違や差異の

原因を考えてみた。

当海食臣を構成 している地質を秀察 して地質洒面図 を作成してみる と第 6図匠なる oその結呆

界風ヶ浦海食思を端成 している 疇は海食炭上部 10 ~ 1 5 mは上祁より風戎砂思、関束ロ ーム

閲、成田屈群の上部砂］恐、そして一都砂裟椅な どの第四系堆贋初から成る＾下部3D ~ 4 0 mは

新華三系鮮祈統の文灰質砂岩、泥岩から 成り 、当苺食艇の埜盤閉を栂成 している o 以下、観察の

既要を述べる"

ーまず 、 第四系堆積物のうち関東 ロー ム恋にl 門呵•全域を向一の胴 I厚で堆積 して い るが 、 その上部

の風成砂i習ゃ下部の洪積砂際は思；厚に地域的な差異が葱め られる ＂中でも 洪釈砂尼目名洗町西方

で 5~ 7mとB]いが、以皮でけ 3,.,...,4 rnと苅 く、その下の砂礫陀妃載つている ，， そのため全体陀

これ ら第四系堆得邸1名洸町以西の西の地区で厚 く、京の地区 で薄いn 又これ らの地1苔目全般陀

未固結な地厨か ら成るため、雨水や地下7]くな どにより 簡単．匠崩壊 して、崖端陀緩斜而を形成する

このこ とけ大阻後、影瑞が大現悶に内氏・する とい う鴻迅みカ・らも 同意さ れる 。昭和 37 ~r: の 8 月

2 D日台風 12号が房総沖を通過 した 際、飯岡灯台付近でけ 10, D O D立方 l!lが崩れたo

次陀、熱盤陪lr::1千英県埴賃！可12)、 13)窮などから独立標高点以西妃発逹 して、全般陀音灰色

の凝灰呵泥吾密を阪岡1；げ、以束(9Cみられ 、主：こ凝灰質砂岩附からなる地庖を名洗層 と同定するこ

とがでさる＂この うち坂描l応は飯岡台地の甚合名を成 し、名洗，屈け・半島部の1告盤を構成 している。

まず阪岡靡はそ の上阪高度が行部岬付近で45 m~ 5 D m、三崎町周辺では3.0~ 4Dm前後を

示 している っこの地訂．国全体に 2~8；だの低白究で匹方l,'Lig,i合もす る年斜構造を示 し、 場所妬 よる

岩用の相違を生 じさせていろ o このため独立憬高点付近では 凝灰質砂岩培 と泥岩屈の互阿が発達

しているが、その西方でけ 礫灰哄砂岩培があり 、更に行部岬周辺では 涙灰質泥岩f名と砂岩麿か ら

溝成され ている。

一方、名洗．Im-Jその上限焉度が？ 0~3 0 mと前者飯岡屈 と比ぺて一段（氏い。 この地）口は厄ぽ

水平た昭湛色の疑灰四砂岩隈であるが、三角点付近では泥岩！図 との互屈陀漸移 し、更匠 その西方

でt.l屈間喝色を示 して地陪が槻乱している＂ そして この名洗1翌と飯岡）I弓は三崎町付近にお いて！頃

斜不乾合の閲係で接している n

-5 8-
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又芦盤，弓に牛 じて ＇^ る節理や！折応抄てつしべて （rj次のと とがわかつた.... (常 1表参照）

：：： ギ、 芸 f,•1:｝’.i 中，てみ ら れる笥理は そ匹 多 くが悔文色上部の泥岩図 ！rc. 生 じて いる。 節理の走克、

弔：tはプベて直装1定する こと が出来な力 つたが、 ？毎会羞奴の土名3の蛤形的足故から、 それは灯台

直―，←で利定された（直iヽて近fりして竺西(9湿区の梅岸渕ilC｛氏角度で斜交 し、姦釦て近 い項斜角度を示

すt:0と拉凄ilされ るっ 一方名四胃中、')i.：if門は ．．前菩に比ぺてこ：度も島 く、全屈 を逆 しているっ 危j

咄 C9 走向、 頃.;'臼名沢．町以京む海炉•3•船て店交ないし紅嵩角度で和交 し、 急防糾約度を示す ＂ ：、子）名

祖、一郎阪！認h,1..r1陀主じてわそか、

幻阜袴と泣； ；i]・cfどで符交 してい ら勺

そ7.)大：和分ぼ．名涜后中1て発淫 して、節理 と共じこ名洗町以束の

以上、屁戸、＇←．宰 混食料 を況成して いろ ！，戸国地形iデJ禄にそこ角点付坦 を境い 佗努呼な祖立があ る

と（しが 包';ら；しる n こ，ひ こと 且夫々東 こ頂jfl:；区での姶口菜堆積':、9/］のi・，芍品の差呉、気ばi／ほ と名洗I[j

D相点、 ＇：与江その上阻商I‘笑．荏り、節．t＇]や疇閃 つ在度、定向と 海、F,.，；続 との切係等の拓違、苫界と

9えるり そ してこのこと が：屯 と；いの塩区 での地形ゃ．．極下 1こ崩，｝了 している苔＇児の 大小．多少と 1̂

う ボ目迄、 淡退汀~ の 洋閃、 あるÎ ：ナ後述-；・ろ｛允送の仕ン］の祖陀を生じ ている原因 と考えられる。

¥ I 
＇ 

J
.

，̀
 

r
 

.‘‘ 勺ru 

洵食堺の 設退に関与す る＇没ぷとしてけ 、沸食1芸を悶成するも狂，9・［差石o_)夜軟、情造符の条件匁夕よ

妬、浩流、 潮汐、岐祖の海 知 ‘r；弔 と大気下のI式化、浸食作用等の外的営力かもげられ る^ この り

ち特忙．i夜の受食作用け殺も喰 ＇必な因子で める"

ここでは、外的営力 のうち、

屈折図を作成 してみたn

わけて も岐の疫食フ］の大代の 目安を苫るため昇瓜ケ渭沿;-位の販の

まず、岐浪の大 ささ や方向；々 ど、波C..:, e• 生；て直接作庄す る 訊！こついて 、 閃． 力 5 、 B3,lutつrt

阻．級 8.0 ~ 1 (）． 7 m/s以上の風 ＊ を名；先氾：皮浪岱理台喉 ＊＊H)から求める と、「わ～窯屯哩

の海滉と、北 々東～北東の匝I.1J；多いr, (表5、第 7図参照 ） このうち 冬期に卓速する 北百・り !J.)

風け 、 一部西の 池［ ．： で 沿嗅 と た る••, ; 、 tの大部分ね咲i品とたる ため海岸陀砂を准和す ること を助

長 していると 考えられるo このこと i-1、冬詞、東の他区 の竺点で和浜砂が恥 ＜堪i入す ること や、

坂岡町以西 の海桔とでKi雌岸の欠！付や西方記涼少の咋：芍が引 さ起 こされていることか らさ 9か・／五え

恥したかつて耳風ヶ浦一布{,‘ci社も功浸的な成ふ噂．食をも たらす；弐は 4月～ 9月！て早越 し、 交j溢

距離が焦限プ：：：の 南～eti 々 西 7_) 風 と 呑えたっそしてこの時の波の国判を波函ヵ嵐速紀；•:.::げ＇片~ろ :5)

との甚vc波商別ばl)計i,；1ばから求めると 9.1,~ ?． n soc が多いn （消 4表参照 ）

＊
 

従来
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＊ ＊昭和 34年ー ケ年間の記録を甚妬 したo

深海部で

しかも L

次た、汲の伝雨速度の公式 1'.l)としては、波長＝ L.. 周斯＝ T.、波速＝Vとの問m

はV=gT,/2こ＝ 1.5 6 T、浅涼部でけ V=1.56,./言石了戸ごぞーの関係があ り、

=V•T で 、 周湖は 一定である 、ぅ このため両式尻 よつて 、 同期を与9:れば谷水深に応じた 波の速

度が求められる＾そ こで今、波心五人方向を 配 ＇：正、 「贋灼］を9もoc

線を求め、波の屈折図を作図寸 ると 1E8図侭衣る c

これによると 、各波向穏は全体だ汁以ぷ近くて南ノ<?月からI社に屈折 している

係数の関係がある 17)ことから、

るo 又波．力以波翡に此例する ので、

として、各水探ごとの波向

このうち名洗、三

崎町付近のいわゆる策の地区乙舟畠でi:t収：改状i9て店t斤して！^ るが、行砂岬 ～三埼町の西の地区 0

海岸では、反対vc放散状を示してい る，＇と 炉こ とけ、団：尻削戊訂巾での浚向魂（O相j;:;:'Iibと、 そりつ吟

の波品叫 ・岸近 くでの波向浪の拓j陸 3'と海岸での波方 E'との闊lてほ F／甘 I ＝J下／百アー ＝屈折

この放向踪の放散は波鵡の減少を、収敏は渡窃C..J増大を意味す

これから波企力の大体を屯う力がい知ろことができる o そこ

で今、 C.(7_)屈折係数を用いて湛食也の地形、談退益、地賎との関iどをみると 、名洗町～三l!r奇町以

東の晶盤尼が名；生'?iから成 り、後‘．苫恐の大さ ,̀-.nの地区でけ屈折係数 1.4 ~5. 2で、相刀的に波

食力の大む い地域といえ るo これぽ対 して、行部渾～三碕町の、坂四屈が埜盤内で、

第 7図 はし "
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第 8図波の屈折図

1.7 G.9 0.6 1.7 団折係数

さい西の班区で(r:l刑折1系数が 0.4 ~ 0. 5で・I，友食力の弱い地攻でもろ こと が認められる n このこと

は、基盤想の打豆れが造ii‘少なそ件と渫連して 後退の仕方冗密接応月係 して 1^ ること を示すもので

ある＾
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汀 絞退に関する 考察

以上、屏凪ヶ浦海食性の地形、後退裔、地質、波洩等の検討の結呆、当屏風ヶ浦海食崖を西と

東の両地区陀分けて海食忠の後返の仕方を次の様尻考え てみたn

まず、．徊の地区では、海突陸上ぎ虞 懸度もいの庇 と海岸線妬平行す る箭理が発達 している こと か

ら、上邪泥岩席が地下水や雨水の活透陀 より 象：！陥状1を分離崩壊する こと が考えられるへ又苺部で

は 、 常時波記先われる 奥行の投い not•G h が生 じてい ること ガ ら、ここでの波食は相当行なわ

れている ものと ・予測される n そのため、このこと と閣速 して、堕部陀東の地区の様な深い海食桐

が生じ て＇ハない 理由 とし てけ 、叫ii:t槃恐的な桑件以外紀、直接波食を受け るため、奥行が深 くだ

る前陀不安定となつて、崖下怒の社訊号が崩喋す るためでをろう o 又 これ らの崩壊は 、粒下の岩塊

ゃ崖錐の大ぎさ や硫、船上部の恕岸の溌逹 ぐぁい、捏表亜の風化の程度等から比較的忠繁妬行な

われてい るn 特沢行部呻～通己祠付近ではその同数を多 く、茫も大き いこ とが考え られる o そし

てそ の全体の徒退癌は全附を切る節理や断陪が少ない こと や相対的陀波食力が弱いこ と・な どから

束の地区 と比べて少だ いのであるう ＾c．れlを対 して、京の地区でけ泥食泥は垂直陀近い断面形を

示 し、 全陪を切る節瑶や断屈 が発澄 して、崖下紀 1,j：りも行の深い悔食消や notch が数多 く作ら

れてい ることから、台風時たどに禄浪が打ち寄せた時、洵伶臣全体が一挙匠崩壊する可能性が大

きし巧 又この崩咲は 当廂介性の表面が氣化 していること や陪下l'Cは粒雄や岩塊が少た く、 しか も

海浜が否つて直接波食を 受けない こと から西の地区 の 差妬頻繁に は 行な •4.ー・・ れ ない と 思われる が 、

その後退号：は前述の地）阿条件や地形的特微から大き いと考えら．i'Lる。

以上、後退の仕方を夫々 、便宜上前者W月の加区を剥雛分雑型、後者束の地区を塊状崩級型 と陀

名称、区分してみたn

まと め

屏風ヶ浦海食鯰尻つ！＾て野外調査と室内作菜（て より 、 その地形、後退荘、地政、波迂itして稜

退の仕方などを調査考察 したm その浩呆は次の様に要約す ることがでぎる n

(1) 屏風ヶ浦海食崖はその断面形態、表面形態から名洗町西方の三 角点付．、手の海岸を境に して

行部碑～三角点の西の地区 と三角点～犬若岬の東の地区 とに区分される へ

(2) 屏風ヶ浦海食崖の淡退景け 、夫々 1,D D O ~-1 0, D J D年間での門度の後述紐と 10 ~ 1 

D D年間での尺度のそれ とは明 らかVこ違う n このう も10 ~ 1 0 0 年間内で 打 g—：西江］地区 で 、 そ

の後退ttlては つき りした差が生 じている。

(3) 屏風ヶ浦海食担を構成 してい る地質は、西の地区と京の地区 とでttt月瞭な相達がある 0 C. 

-6 5-



のこと i:l否の池区と寮の池区 この海食筏ご国名・ゃ混下の応咄や岩坑の大小、多少、後退ば0差異

稜退の仕方の相達笞を生 じさせていろ原因て迄 ろ＂

(4) 辟瓜ヶ浦海食拮＇て来緑，~る放を．． 1位定 しぇ波o ：汀噂l i・作り ．弓屯涅ご とc放食力 を求めて

み心と、西の且区の：号岸{r.Ji'皮食力 C)男い如り、 9:[，:: ！逗む混芹．しì.：！五妙勺．つ豆..iい打砂文とい、．＿ る，．，乙

のことは地質条件と ＇芍沌 して徒送心仕万r：以 i'1し'¢・し、る．た・

(5) 昇阻ヶ晶紐食般の絞．退の仕方を匝¢2」t：之．と 匹．ち地し｛とば区心• !~'（ み る と、， じ↑地区似 均l店吃

分帷型、東の地区紺塊的洲出＇乳そ陀分け ・;:;.'i.ろrJ

［あ とがき〕

本湧杏袷文(1私q)昨乍i‘尼の学翌卒ー：生裕；文u_)足ぷ）で今ス、 9ぅこ のa万て、：で当つて茫姶捌囁羞 していた

だいた il]，` 駈竺先生沿め('Cr杓芍由 1] ．． ．：：：：井 ；；； 名和夫丙先生！で深 く 感謝片11_ノ -l: •• げ、ろ r

名．；考文吠 c 註

1) 川崎逸祁(.1 9 5 4)千葉媒仮！可町付近の地形 ナ担f音g.F2 7 p 2 1 5 へ、21 7 

2) 川埼逸呵 (19 6 0)気剖台地の地形 千茨大栄文汗学部銃子臨悔研究分玄研究報告
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5) 川崎逸郎 (1965)焼子付近の地形 銚子市担光筋会絹銚子の自 然 P 2 4 3..J2 5 2 

4) 2) i)J掲

5). 1)前翌
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